
気まま随想 2 月  ドン･キホーテの独り言 

     百人一首を車内にも貼ってください！ 
 1 月 15 日付の朝日新聞の天声人語(下記別掲)に強い共感を抱きました。東洋大学が全国

から募った「現代百人一首」を取り上げたものでした。こんな温かな優しい心を持った、

また感受性の豊かな若者がいることにも感動しました。6 万首も寄せられたのであれば、き

っと本欄で紹介された以外にも感動的な句もあることでしょう。 
 そこで提案したいのですが、これらの句を電車やバスの車内にも掲示していただけない

か、ということです。混んでいて新聞も本も読めないようなとき、目の行く先は内壁やつ

り革にある広告です。都内のＪＲの新型車輌では、乗降ドアの上部に液晶テレビがあり、

短いニュースや教養講座が、手持ちぶさたな車中で結構楽しませてくれます。 
 車内にこうした心を潤わす温かな句が貼られていれば、老若男女を問わず、どんなに心

が和むことでしょうか。とはいっても、車内広告には相当な費用がかかるでしょう。そこ

でスポンサーが問題になりますが、これは乗り物の経営企業が大英断をしていただき、関

係者の了解を取り、乗客への心の面のサービスとして無料で取り組んでいただきたいので

す。現今の殺伐とした社会をも潤して力になるとも思うからです。 
 ――上記の文面をすぐに同紙「声」欄に投稿しましたが掲載にはなりませんでした。原

稿そのものが拙劣だったか、スポンサー問題が微妙で難しいことなどの背景があったのか

もしれません。でもその思いは止みがたく、このホームページで発信した次第です。 
 共感をいただけた方、アドバイスをいただければ幸甚です。 
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